
                    神奈川県精神神経科診療所協会 

2023年 7月役員会議事録 

日 時 ： 2023年 7月 20日（木） 19時 30分より 

開催場所 ： ホテルプラム 

出席者： 斎藤庸男、三木和平、萩元浩、鏑木宏、赤塚英則、長谷川洋、赤坂ちづ子、上村誠、 

川名明徳、川原健資、河村由理、根岸夏己、木代眞樹、小堀真、山田芳輝 （敬称略、順不同） 

 

Ⅰ． 会長挨拶  

    牛見先生に通院されていた患者さんの自立支援、障害者手帳、年金診断書の記載で困

っておられること、伺っております。クリニックへの手紙での問い合わせは応じているようです

ので問い合わせを行っていただけたらと思います。 

Ⅱ． 前回議事録 前々回議事録承認、定時総会は誤字修正し承認 

Ⅲ． 議案 

１． 入退会  

入会 北村学先生 （朱雀門メンタルクリニック） 承認 

退会 YMGサポート株式会社 （賛助会員 C） 承認 

牛見豊先生（うしみメンタルクリニック）より退会届は提出されるが保留に。 

２． 報告事項 

     （ア）日精診 

    6 月 18 日の総会は委任状含め 2/3 の出席あり学会設立の議案、理事定数増員の議

案を含め全ての議案が成立。来年 9 月 22 日、23 日に第１回学会を開催予定。本日開

催の七者懇では認知症学会のサブスペシャリティーが内科になるかどうか、シーリング

専門医の問題が議論された。 

(イ) 定時総会 赤坂理事が議長、全ての議案が成立。 

（ウ）講演会 

5月 23日 web開催 61名参加 

共催 吉富製薬、田辺三菱製薬、ヤンセンファーマ 

「統合失調症患者の院内連携について」  

丸屋めぐみ様（あさひの丘病院 看護部長） 

「統合失調症治療を再考する～遅発性ジスキネジアの治療とともに～」 

紀本創兵先生（和歌山県立医科大学） 

6月 3日 横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ 42名参加 

共催 ヴィアトリス製薬 

「不安の精神疾患に与える影響と不安関連の研究・今後の展望」 

浅見剛先生（横浜市立大学） 

7月 13日 web開催 43名参加 

共催 MSD 

「オレキシンの役割を再考する～発達障害の睡眠障害を中心に」 

牧之段学先生（奈良県立医科大学） 



     （エ）神奈川県職員メンタルヘルス相談 

4月から 10件、６か所の医療機関の協力をいただいている。 

（オ）ホームページ、空床情報 

イージェーワークスよりセキュリティー対策、更新で 100万円の見積もり。 

今回はファイヤーウオールで対応となったが、今後の更新時に費用発生してしまうのは 

セキュリティー対策として必要と思われ今後の予算案にいれていくことを検討。 

      (カ)レセプト請求 

   高額な薬剤の傷病名もれに注意。 

   薬剤が薬局になく、処方薬を中止、変更の判断を行い、病状悪化した場合、処方医 

に責任は生じるのかどうか、顧問弁護士先生に伺うことに。 

     （キ）措置診察に関するアンケート 

   神精協の新会長、山口先生とも協力し、措置診察の費用の見直しを県、市に働きか 

ける。会員にアンケートを図り、他地区の措置診察実施状況、費用も調査することに。 

（ク）うつ病対応力向上研修 協力講師 

横浜：11月 19日 齋藤庸男会長 

川崎：11月 4日または 18日 長谷川洋副会長 

相模原：11月 26日 金廣一理事 

三浦：10月 1日 赤塚英則副会長 

大和：11月 5日 住吉秋次理事 

     （ケ）開地智子理事より次年度の理事辞任の意向、県教育委員会委員辞任の意向表明 

（コ）事務局職員勤務時間 

   6月、93時間勤務いただいた。承認。 

   ３． 協議事項 

（ア）講演会 

         7月 21日 web開催 

共催 武田薬品 

「気分障害の背景にある大人の神経発達障害と薬物治療について」 

柏淳先生（ハートクリニック横浜） 

「成人期 ADHD治療の実際～脳病態と薬物療法を中心に～」 

楠木将人先生（仁愛診療所） 

9月 1日 ホテルプラム 

共催 住友ファーマ 

「若者のこころの診療とメタバース」 

藤田純一先生（横浜市立大学） 

９月 26日 ウイリング横浜 

「rTMS療法の概念と当院における治療実績について」 

小倉盛崇先生（福井記念病院） 

「コメディカルスタッフが担う rTMS療法について」 

加藤邦貴様（福井記念病院） 



      （イ）研究会 

第 3回老年精神医学研究会 

担当 内門大丈先生 

     9月 8日 ホテルプラム＋WEB 

     「レビー小体型認知症：その歴史と多様性について」 

     笠貫浩史先生（聖マリアンナ医科大学） 

     「認知症の精神療法：BPSD対応でなく苦悩の理解を」 

     繁田雅弘先生（東京慈恵会医科大学） 

第 3回児童のこころと発達の研究会 

担当 佐藤嗣有子 先生 

11月 28日 web開催 

「インターネット依存（スマートフォン依存）への対応」 

舩渡川智之先生（東邦大学） 

    第 16回産業メンタルヘルス研究会 

     担当 川原健資先生 

     11月 18日 16時～18時 AP横浜 

     「新しい精神障害の労災認定基準について」 

     「労働者の睡眠対策-睡眠指針 2023の概要もふまえて-」 

     田中克俊先生（北里大学大学院産業精神保健学教授） 

（ウ）協会誌広告 

    次回検討 

（エ）コンプライアンス委員会 

   顧問弁護士、外部委員の先生、役員を中心に年に１回開催とするか。 

   次回継続審議に。 

（オ）新規事業案 保留 

      （カ）精神科在宅医療について 

         アンケートで訪問診療の実施状況を会員に伺ってみるのはどうか。 

      （キ）多重受診のかたへの対応について 

         医療機関で把握は難しく、薬剤師会からの情報提供で判明が多い。 

      （ク）次回役員会 

         8月は休会、９月 21日（木）19時 30分よりホテルプラムにて開催予定 

 

                                    議事録署名人 

                                    萩元 浩      

                                    鏑木 宏      

                                    斎藤 庸男 


